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Ⅰ．は じ め に
近年，国際看護学が広く教授されるようにな
り，蛭田（2017）は 6割近くの看護系大学にお
いて海外研修が実施されていると報告してい
る。一方，Kuwano（2016）は，看護師の異文
化間感受性の低さが看護の自律性を下げる最大
の要因と述べており，高い異文化間感受性を持
つ看護師の育成が求められている。本学看護学
科では看護専門職英語運用能力と国際感覚の涵
養を目的として，2015年より海外研修を実施
しており，看護学生の海外研修前後における異
文化間感受性の変化について調査したのでここ
に報告する。
Ⅱ．目 的
本研究の目的は，本学の看護学生の海外研修
の前後における異文化間感受性の変化を明らか
にすることである。
Ⅲ．方 法
1．対象者
2017年 2-3月に実施したイギリス カンタ
ベリークライストチャーチ大学へのナーシング
スタディツアー（以下，海外研修）に参加した
看護学生 7名とした。なお，本研究に同意が得
られた 7名を質問紙調査の対象とし，インタビ
ュー調査はそのうちインタビューに同意の得ら
れた 6名を対象とした。海外研修の概要を表 1
に示す。
2．方法
自記式質問紙調査を海外研修初日及び最終日
の 2回実施し，その後，海外研修終了後 1ヶ月
以内にインタビュー調査を行った。インタビュ
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ー調査は，プライバシーの守れる個室にて行
い，要した時間は 1回 30-50分であった。な
お，インタビュー調査は，内容を逐語録に起こ
して対象者ごとに概要をまとめ，研究者 2名で
対象者の発言を基に質問紙調査と合わせて内容
を分析した。
3．調査項目
質問紙調査は，日本語版異文化間感受性尺度
（Intercultural Sensitivity Scale：以下，日本語版
ISS という）22項目，大学以外で外国人と会
う機会及び得意な外国語の有無，渡航経験等に
関する自作の項目を含む計 34項目とした。な
お，ISS は 2000年に Chen & Starosta によって
開発された異文化に対する感受性を測定する尺
度で，Interaction Engagement, Respect for Cul-
tural Differences, Interaction Confidence, Interac-
tion Enjoyment，及び Interaction Attentiveness
の 5つの下位尺度の全 24項目からなる（Chen,
2000）。各項目を「全く当てはまらない」から
「とてもよく当てはまる」の 5件法で測定し，
得点が高いほど文化差に対する肯定的な感情が
高いことを示す。2016年に鈴木が ISS を翻訳
し，翻訳版の妥当性，信頼性の検証を行って原
版 24項目中 2項目を除外し，Ⅰ．異文化への
肯定的感情，Ⅱ．異文化へのアンビバレントな
感情，及びⅢ．異文化への否定的感情の 3つの
下位尺度の全 22項目で構成される日本語版
ISS を作成した（表 2鈴木，2016）。
異文化の感受性を測定する他の主な尺度に，
表 1 海外研修の概要
Ⅰ．目的
1．英国における歴史・文化・生活習慣等について，講
義のみでなく留学生活全体を通して体験的に学び，
国際感覚を涵養する。
2．講義・演習および留学生活を通して，大学教育およ
び生活に必要な語学力全般について向上を図る。
3．英国の大学における看護教育を通して，英国の医療
制度・看護教育・看護実践について理解を深めると
同時に，専門職英語運用能力の強化を図る。
4．1-3．を通して，日本人看護学生としての自らの学
習課題を見出す。
Ⅱ．学習日程
2017年 2月 27日（月）から 3月 10日（金）
Ⅲ．研修プログラム
午前 英語レッスン
午後 講義 イギリスの看護や職業規制について
現地学生との共同演習，病院・ホスピス・キャ
ンパスの見学等
表 2 日本語版異文化間感受性尺度（日本語版 ISS）
Ⅰ．異文化への肯定的感情
私は，文化的に異なる人々とかかわるとき，できるだけその人について知ろうとする。
私はたいてい，自分と文化的に異なる人とかかわるとき，肯定的に対応している。
私は，文化的に異なる人々に対して気遣いをする。
私は，文化的に異なる人々の振る舞いや慣習を尊重する。
私は，自分と文化的に異なる相手との間にある違い（差異）について，楽しめる。
私は，文化的に異なる人々の価値観を尊重する。
私は，文化的に異なる人々とかかわるとき，うちとけた感じでありたいと思っている。
私は，自分とは文化的に異なる人とかかわっているとき，その人が伝えようとしている小さな事にも気を配る。
私はたいてい，自分と文化的に異なる相手に対して，言語的，非言語的に自分の理解を示す。
私は，文化的に異なる人々に対するある種の印象（偏見など）を持たないようにしている。
Ⅱ．異文化へのアンビバレントな感情
私は，文化的に異なる人々とうまくかかわる自信がある。
私は，文化的に異なる人々と，うまくかかわれると確信している。
私は，文化的に異なる人々とかかわるとき，緊張しやすい＊。
私は，文化的に異なる人々を前にすると，話しづらいと思う＊。
私は，自分と文化的に異なる人々と関わらなければならない状況をできるだけ避ける＊。
私は文化的に異なる人々とかかわるのが楽しい。
私は，文化的に異なる人々とかかわることが，好きではない＊。
Ⅲ．異文化への否定的感情
私は，文化的に異なる人々に対して，がっかりすることがよくある＊。
私は，文化的に異なる人々は，心が狭いと思う＊。
私は，文化的に異なる人々の意見（考え）を受け入れられないだろう＊。
私はしばしば，文化的に異なる人々とかかわることは，自分にとってあまり役にたたないと感じる＊。
私は，自分の文化は他の文化よりも優れていると思う＊。
＊のついた項目は逆転項目を示す。
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Hammer 及び Bennett が 1998年に開発した異
文化感受性発達尺度がある。これは個人の異文
化に対する認知，感情及び行動の発達度を 6段
階で測定する尺度である。しかし，同尺度に対
しては，感受性の複雑な側面を十分考慮せずに
一律に段階化することや，個人の感受性が有す
る可能性を排除していることへの批判が報告さ
れている（Chen, 2000; Perry, 2011）。また，
Chen（2000）は，異文化間コミュニケーショ
ン能力は認知，感情，及び行動の 3能力で構成
され，その感情的側面を表すものが異文化間感
受性の概念であるとしている。そこで，本研究
では，対象者の感受性の変化に焦点を当てるた
め日本語版 ISS を用いた。
インタビュー調査は，1．外国・外国人に対
する印象や考え，2．海外研修中の外国人との
関わりで印象に残っていること，3．外国人患
者への関わりについての考えの 3項目について
尋ねた。
Ⅳ．倫理的配慮
対象者には，本研究の目的や内容，方法及び
個人情報を厳守すること，本研究への参加は自
由意思であり，参加に同意した後でもいつでも
辞退できること，参加辞退によって不利益を被
らないこと，得られたデータは分析後，学会等
で発表予定であること等について，文書を用い
て口頭で説明を行った。また，インタビュー調
査時には録音及び逐語録作成について説明を行
い，同意書を得た者のみに行った。なお，本研
究において利益相反は一切なく，甲南女子大学
研究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番
号 2016025）。
Ⅴ．結 果
質問紙調査の回収数は 7名（回収率 100％），
有効回答数は 5名（71.4％），インタビュー調
査の協力者は 6名であった。よって，これらの
うち質問紙調査で有効回答を得，かつインタビ
ューに協力を得られた 5名を分析の対象とし
た。対象者の背景を表 3に記す。なお，得意な
外国語の有無についての設問には，対象者全員
が無しと回答した。
1．日本語版 ISS 得点
対象者 5名の海外研修前の日本語版 ISS の
平均点は 78.4点（range: 74.0-86.0），研修後の
平均点は 82.8点（range: 78.0-88.0）で，研修前
と比較し平均点で 4.4点の増加がみられた。
個々の得点を海外研修前と比較すると，海外研
修後に合計得点が 1点減少した対象者が 1名，
残りの 4名はそれぞれ 2-8点増加した。下位尺
度別の対象者の得点，海外研修前後の平均点，
得点率及び range を表 4に示す。
2．各対象者の日本語版 ISS 及びインタビュー
の概要
1）学生 A
（1）日本語版 ISS
海外研修後の日本語版 ISS 合計得点は研修
前から 1点減少した 78点で，対象者の中で最
も点数が低く，下位尺度ではⅢ．異文化への否
定的感情が研修前から 4点減少し，他の 2つの
下位尺度では 1-2点増加した。項目別では，
「私は，自分と文化的に異なる相手との間にあ
る違い（差異）について，楽しめる」，「私は，
文化的に異なる人々に対して，がっかりするこ
とがよくある（逆転項目）」，及び「私は，自分
の文化は他の文化よりも優れていると思う（逆
転項目）」の項目の得点が研修前より各 2点低
かった。
（2）インタビュー
①海外研修中の外国人との関わりで印象に残っ
ていること及び研修前後の印象の変化
学生 A はそれまで渡航経験が無く，本海外
研修が初回の渡航で，英国に対するイメージは
「不思議の国のアリスしか無かった」。
海外研修初日にホストファミリー宅にてホー
表 3 対象者の背景
大学以外で
外国人と会う機会 渡航経験
A 無し 無し
B 無し 米国・韓国・台湾（観光）英国（研修）
C 有り ニュージーランド（観光）カナダ・マレーシア（研修）
D 有り 韓国（観光）ニュージーランド（研修）
E 無し インドネシア・韓国（観光）
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ムステイの規則が書かれた掲示を読み，「最後
に『ここはホテルじゃないのよ』と書いてあっ
て。怖い」と感じ，「私が受け入れる側だった
ら，相手の都合を聞いたり，これで大丈夫か聞
くと思う」など，ホストファミリーの対応で感
じた戸惑いと，それに対する自身の意見が聞か
れた。
研修中のバディ学生との交流では，コミュニ
ケーション時の相手の対応に「一生懸命聞いて
くれたり」，「わかりやすい英語を使ってくれた
り，言い換えてくれたりしたので，とてもあり
がた」かったとの発言が聞かれた。一方で「日
本では『えっ』という場合，英語では『は？』
とか『あ？』なのが怖」く怯えており，「その
相づちに慣れなかった」と英国人の反応に戸惑
ったとの感想も聞かれた。
また，「外国の人は，日本みたいに色々やっ
てくれないと思っていたが，言えばやってく
れ」ることを知り，「（外国人が）不親切ではな
くて，日本みたいにするのが当たり前ではな
い」と日英の対応の違いを認識，理解しようと
する発言が聞かれた。
海外研修後の外国・外国人に対する印象につ
いては，研修前と「変わらず，これが普通なん
だと思えた」と話した。
②外国人患者への関わりについての考え
「言葉が通じないのが一番不安。症状が伝わ
らないのは怖い」，「英語ができたら問題ない」
との発言があった。また，患者理解と文化的な
配慮については「実際にできるかどうかは置い
ても，（要望や習慣）をちゃんと知っておくこ
とが重要」だが，「違う文化ということは考え
られても自分の中に落とし込めない。他人ごと
になってしまう」と話した。また，「文化に配
慮するのは結構難し」く，臨床では看護師は多
忙なため，「患者の要望を聞」き，大学で学ん
だように「その人を理解する（中略）余裕があ
るのか」などの発言があり，言語で解決できる
部分がある一方，患者を理解し文化に配慮した
看護を提供することは難しいとの意見も聞かれ
た。
2）学生 B
（1）日本語版 ISS
海外研修後の日本語版 ISS 合計得点が 88点
で，研修前から 2点増加した。下位尺度では
Ⅲ．異文化への否定的感情の得点が 1点減少
し，他の 2つの下位尺度では 1-2点増加した。
（2）インタビュー
①海外研修中の外国人との関わりで印象に残っ
ていること及び研修前後の印象の変化
学生 B は以前，英国でホームステイの経験
があり，他にも観光で数カ国訪れ，その際に
「邪険にされたことが無」かったと話した。そ
の対応について学生 B は，業務だから渡航者
にも親切なのだろうと思っていたが，今回の海
外研修中に，「全く仕事と関係ない場面でも」
バスの乗客や運転手に親切な対応を受けたこと
から，好意的な印象が一層強まり，「前から親
切なイメージがあったが（今回の海外研修で）
より，こんなに親切にしてくれるんだと思いま
した」との発言があった。
②外国人患者への関わりについての考え
「言葉が通じない不安を感じたので，日本の
外国人の患者も（日本の医療機関を受診した
ら）そう思うだろう」，「日本では看護師が英語
表 4 日本語版 ISS 得点
ISS 合計得点 Ⅰ．異文化への肯定的感情
Ⅱ．異文化への
アンビバレントな感情
Ⅲ．異文化への
否定的感情
前 後 前 後 前 後 前 後
A 79 78 39 40 15 17 25 21
B
C
D
E
86
78
75
74
88
84
82
82
43
39
40
39
45
41
40
41
23
20
15
15
24
23
23
18
20
19
20
20
19
20
19
23
平均点 78.4 82.8 40.0 41.4 17.6 21.0 20.8 20.4
得点率（％） 71.3 75.3 80.0 82.8 50.3 60.0 83.2 81.6
Range 74.0-86.0 78.0-88.0 39.0-43.0 40.0-45.0 15.0-23.0 17.0-24.0 19.0-25.0 19.0-23.0
４０ 甲南女子大学研究紀要第 12号 看護学・リハビリテーション学編（2018年 2月）
を喋れるわけではないので，外国の患者はすご
く不安だろうなと感じた」等の外国人患者の言
語面の不安について外国人の立場から発言して
いた。また，適切なケアを提供するために「患
者の国の医療制度や知識」，及び「寄り添うた
めの語学力は必要」と語り，また「患者の気持
ちに寄り添うという根底は変わらない」と看護
の本質についての発言が聞かれた。
3）学生 C
（1）日本語版 ISS
海外研修後の日本語版 ISS 合計得点は 84点
で，研修前から 6点増加した。下位尺度ではⅠ
～Ⅲの全ての下位尺度で 1-3点増加した。
（2）インタビュー
①海外研修中の外国人との関わりで印象に残っ
ていること及び研修前後の印象の変化
学生 C は，カナダとマレーシアに研修旅行
に行き，ホームステイの経験もあったことか
ら，「今まで喋った人たちが優しい人たちばか
りだったので，外国人に対して怖いという印象
は全然無」かったと研修前の印象を述べた。
海外研修中のバディ学生との関わりについ
て，「普段のお喋りでも，自分の意見として思
っていることを話し」，ディスカッションでは
「常に言葉が出ていて，雰囲気が（日本と）全
然違う」ことに驚き，「ぐいぐい来る感じだな
と思った」が，「私も自分の意見を言うことに
抵抗を感じないので，（ディスカッションが）
楽しかった」との発言が聞かれた。
また，宗教について，英国人は週末には教会
に行くと思っていたが，実際は教会に行かなか
ったことが「意外」で，信仰心は「日本とあま
り変わらない感じなのかな」と述べた。一方
で，日本では宗教を話題にせず，「私は○○教
なんです」と話すと「珍しがられる」が，英国
では「自分の宗教について話すことは周りから
は何も思われない」ことから「宗教に対する感
じ方の差があるのかもしれない」と日英の宗教
に対する認識の違いについて話した。
海外研修後の外国人の印象は研修「前とあま
り変わらない」と語った。
②外国人患者への関わりについての考え
日本の医療機関を受診する外国人患者の状況
を推測し，「受診する時は切羽詰まっていて，
かつ異国の地にいるので，英語で説明できるよ
うに」看護師の言語能力が必要と話した。ま
た，「（外国人患者は）医療制度を事前に調べて
渡航しないので，入院の経過や入院時に必要な
もの」など，医療制度に関する説明が必要と話
し，「とても不安があると思うので，心のケア」
や「日本は宗教に熱心な人は少ないと思うが
（宗教的な）配慮が必要」と語った。
4）学生 D
（1）日本語版 ISS
海外研修後の日本語版 ISS 合計得点は 82点
で，研修前から 7点増加した。下位尺度では
Ⅱ．異文化へのアンビバレントな感情が 8点増
と，全対象者の中で増加幅が最も大きかった。
Ⅰ．異文化への肯定的感情は点数の変化は無
く，Ⅲ．異文化への否定的感情は 1点減少し
た。
（2）インタビュー
①海外研修中の外国人との関わりで印象に残っ
ていること及び研修前後の印象の変化
学生 D はニュージーランドに研修で渡航し，
ホームステイ経験があった。
海外研修中に宗教の話をしたことについて，
日本と比べて英国では「何かを信じることが悪
いことだとは思って」おらず，宗教を話題にす
ることに「そんなフランクに喋っていいのか」
と驚いたと話した。一方で，日本では行事毎に
関わる宗教が異なるため「自分の宗教を説明す
るのは難し」く，「自分が無宗教というのを大
きく感じ」，「自分にない部分は，信じるとか，
価値観を読み取るのが難しい」と異なる価値観
や信条の理解が難しいと発言した。
また，研修全般について日本と英国とは「生
活もそもそも違」い，「具体的に知」り，「経験
できたことが楽しかった」との感想が聞かれ
た。
②外国人患者への関わりについての考え
外国人患者へのケアについて「生活者として
大事にしている文化や価値観があるので，そこ
を尊重するのはすごく大事」だと話し，宗教に
対しても細心の注意が必要であり，例として
「自分たちには，食物ぐらいと思うかもしれな
いが」，「看護する時にそこには細心の注意を
払」い，「その人の気持ちや信じてきたものを
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大事にするのは，その人の尊厳を守る意味でも
大事」と，患者の価値観を尊重した看護の重要
性について語った。
また，利用者同士が死について自由に語って
いるホスピスを見学し，「（見学前は死につい
て）喋りにくいことだし，本人の中で静かに考
えるのかなって思っていた」が，見学を通じて
「（死について）話す，ディスカッションする場
所もある」ことに驚き，「（死について）さらけ
出して話せたら気持ちもだいぶ違うのではない
か」と感想を述べた。更に，死に対する認識に
ついて日英で「考え方が違うのかもしれな
い。」「死に対する思いを内に秘めているのは，
どれだけしんどいだろうと思うと，（日本人に
は）ディスカッションは難しい」が，「悩みや
不安が吐露できる場所」があり，「一緒に頑張
っている人がいるといいと思う」と，日本人の
特性をふまえて死に向かう人の苦悩をどう癒や
せるか考える発言があった。
更に病院を見学し，在院日数の短さについて
「地域に帰って急変したらどうするのか」と疑
問に思い，術後数日で退院することについて
「イギリスの医療制度にリスクがあると思う」
と発言する一方，日英の医療制度や看護にはそ
れぞれ「メリットとデメリット」があり，その
違いは「文化，価値観や考え方から来ている」
と医療制度や看護に差異が生じる背景について
話した。
5）学生 E
（1）日本語版 ISS
海外研修後の日本語版 ISS 合計得点は 82点
で，研修前から 8点増加した。下位尺度ではⅠ
～Ⅲ全てにおいて研修後の得点が各 2-3点増加
した。
（2）インタビュー
①海外研修中の外国人との関わりで印象に残っ
ていること及び研修前後の印象の変化
学生 E は韓国とインドネシアに渡航歴があ
るが，いずれも数日の観光で，英国については
「キリスト教のイメージ。お祈り（教会）も全
員が行くものと思っていた」と当初の印象を語
った。
海外研修中は，洗濯の頻度が週に 1回である
ことや，使用した食器を溜めてまとめて洗うと
いった清潔習慣の違いに驚いたと発言した。ま
た，日曜日に店舗が開いていないことに「衝
撃」を受け，「日曜に働くことをチャンスと思
わないのか」，「文化が違う」と語った。
またある日，帰宅が遅くなった時にホストフ
ァミリーに「Don’t worry, it’s fine」と言われ安
心したと話し，日本の「お疲れ様」に相当する
表現として「温かい飲み物はいかが？」という
表現を教わり，実際にホストファミリーから温
かい飲み物を出されたという体験を紹介した。
一方で，日英の反応の違いについて「『意味
がわからない』と（ホストファミリーに）しか
めっ面をされた時は少し傷つ」き，「眉間に皺
が寄る表情が怖かった」と話した。しかし，
「言葉が通じない時にニコッとしてもらえ」た
り，「笑顔で対応してくれると」安心感が全く
異なり，「この人になら話してもいいかなとい
う気になったので笑顔は特に大事」と語った。
②外国人患者への関わりについての考え
清潔習慣の違いから「清潔の概念が異なるの
で，ケアをする時に不潔とみなしていいのかよ
く考えないといけない」や，言葉が通じにくい
場合は答えやすいようクローズドクエスチョン
で尋ねることが大切との発言があった。
Ⅵ．考 察
1．海外研修に参加した学生の異文化間感受性
の特徴
Kuwano による ISS 全 24項目の日本語版を
用いた先行研究によると，全国の日本人看護師
238名を対象にした平均点は 74.9±9.60であっ
た（Kuwano, 2016）。今回用いた鈴木の日本語
版が 22項目であることを考慮すると，本研究
の対象者の海外研修前の合計得点は総じて高か
ったと言える。その理由として，海外研修の参
加者は，元来外国人に関心があったことがあげ
られる。
下位尺度を見ると，研修より大きな得点変化
のあったものと，そうでないものに分かれた。
下位尺度Ⅰ．異文化への肯定的感情とⅢ．異文
化への否定的感情については研修前より平均得
点が高かった。しかし，研修後は，Ⅲ．異文化
への否定的感情の変化は他の下位尺度と比して
個人差が大きかった。
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一方，下位尺度Ⅱ．異文化へのアンビバレン
トな感情では，研修前の平均得点は他の下位尺
度と比して低かったものの，研修後は対象者全
員の得点が増加していた。この下位尺度は，自
信や不安に関するものである。従って，このよ
うな海外研修プログラムの効果は学生の不安を
緩和し，自信を高める効果があったと考えられ
る。
2．海外研修後の異文化間感受性の変化
1）海外研修後に異文化間感受性が高まった対
象者
海外研修中に対象者は様々な体験に驚き，あ
るいは困難な体験も経たが，異なる文化をもつ
人々との関わりに心を閉ざすことなく，その体
験を価値あるものと意味づけようとしたこと
で，文化差を肯定的に捉えることができ，異文
化間感受性が高められたと考える。
例えば医療制度の違いについて，学生 D は
それが「価値観や考え方」といった文化に因る
ものだと考えたが，Murphy（2007）は，文化
のコンテキストの意味を問う行為はコミュニケ
ーション技術の習得において重要だと指摘し，
意思疎通において「この人になら話してもいい
かな（学生 E）」と心を開こうとする行為につ
いても，他者と信頼関係を構築するものと述べ
ている（Murphy, 2007）。これらの体験及び意
味づけをする行為が，関わりの楽しさや自信，
ひいては異文化感受性の強化につながったと考
える。
2）海外研修後に異文化間感受性が低下した対
象者
研修後に日本語版 ISS が減少した学生 A は，
日英の対応の違いに驚きつつ，「（患者の文化や
要望を）知っておくことが重要」と異文化理解
の重要性を認識していた。しかし，ホームステ
イ宅の規則などに怖さを感じ，文化の差異につ
いて相手の価値観に立脚して考えることが難し
く，「私が受け入れる側だったら」や「他人ご
とになってしまう」と自身の価値観から文化差
を捉えていた。野中（2010）は，相手の価値観
を自らの価値観と照らし合わせることによっ
て，相手の言動の本質的な部分を見極め，「違
い」を受け入れることが可能になると述べてい
るが，学生 A は自身の価値観に固執していた
ために，文化差を受け入れることが難しく，そ
のことが異文化間感受性を高めなかった一因と
考える。
以上より，海外研修後に異文化間感受性が高
まった対象者は，体験を意味づけようとしたこ
とで文化差を肯定的に捉え，高まらなかった対
象者は，文化差を相手の価値観に立脚して考え
ることが困難であったと考える。
3．異文化間感受性を高めるための教育への示
唆
海外研修では，学生は文化差に曝露される機
会が多く，日常の生活習慣など様々な場面で文
化差に驚くことが予測される。しかし，異文化
間感受性を高めるには，学生が驚きや怖さの故
に異なる文化をもつ人々との交流に心を閉ざす
ことのないよう，教員が文化差が生じる背景を
学生と共に考え，体験の意味づけをしていくこ
とが必要と考える。また，学生が異なる価値観
を排除することのないよう，自らの価値観に固
執せず，自己を客観視するよう学生に促すこと
も必要と考える。
以上より，海外研修に参加する学生に対し
て，教員は学生が文化差の生じる背景を考え，
体験を意味づけできるよう促すことが異文化間
感受性を高めるために有用であると示唆され
た。
Ⅶ．本研究の限界と今後の展望
本研究の限界として，対象者が 5名と少な
く，1度の海外研修に限った調査であることが
あげられる。よって，異文化間感受性の変化が
今回に限定されるものか否か，継続調査を行な
い，明らかにする必要がある。
しかし，インタビューデータより，海外研修
が異文化感受性を高める一定の効果があった事
が示唆された。
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